





































　1937年 6 月に設立された留学生予備校は，1945年まで毎年学生を募集し，第 8期まで卒業生を送り
出した。第 9 期生は「満州国」が消滅したため，卒業できなかった。
　第 5 期までの卒業生と第 6 期の在学生の人数については，留学生予備校校長広田常次郎の「留学生予
備校と留学生」によると以下の通りである。第 1 期（1937年）52名（内女子 1 名），第 2 期（1938年）
60名（内女子 2 名），第 3 期（1939年）98名（内女子 17名），第 4 期（1940年）142名（7），第 5 期（1941
年）123名（8）（内女子 26名），合計 475名（内女子 71名）であり，第 6 期（1942年）の在学生は 188名
で，内訳は男子 150名，女子 38名であった（9）。
　第 7 期（1943年）と第 8 期（1944年）の人数については，劉振生の「［満州国］日本留学生の派遣」
で触れられているが，判明しているのは合格者数のみである。それによると，第 7期の合格者は，理科
104名（男子 78名，女子 26名），文科 51名（男子 42名，女子 9 名），合計 155名であり，第 8 期の合
格者は，理科 72名（男子 58名，女子 14名），文科 29名（男子 24名，女子 5 名），合計 101名であっ
た（10）。




















































　3年後の 1943年度の『学生録』を調べてみると，同年 10月，表 2の東京工業大学付属予備部の 10
人のうち，まだ予科に在籍している 3 人を除いて，7 名が本科に進学したことがわかる。第一高等学校
には 8 人中 3 名がまだ在籍していたが，2 人が東京帝国大学に，2 人が京都帝国大学に進学した。上記
2校以外の学校からは，京都帝国大学に 3 人，東京商科大学本科に 3 人，早稲田大学本科に 2 人，東京
慈会医科大学本科と慶応義塾大学本科にそれぞれ 1 人ずつ進学する者がいた。大阪高等医学専門学校
など学制年限が長い（本科 3 年）留学先に引き続き在籍する者も数名いた。しかし，1940年当時に在
籍していた表 2 の約半数の留学生は 1943年の『学生録』に名前が確認できない。その一部は，専門学
校を卒業後に大学へは進学せず，帰国したと考えられる。

















































































　周一川は 2009年 12月 29日に謝宗輔，閻樹旻夫妻を唐山市の自宅に訪ね，インタビューを行い，第 
3期生についての貴重な資料を頂いた。ここではそれに基づき，「満州国留学生」の例として二人の歩
みをたどっていきたい。
　謝宗輔は 1920年に大連で生まれ，1939年 1月に留学予備校第 3期生となり，同年 12月に卒業した。
その後，日本に留学し，金沢高等工業学校（1940年 4月～1942年 8月），京都帝国大学（1942年 9月










































されているが，中には予備校生ではなかった 6 名も含まれている。『同学録』には第 3 期生の 32名のリ
ストがあり，内訳は男性 16名と女性 11名（内 3 名は留学していない）である。
　98名の第 3期卒業生のうち，予備校入学時の 1939年から 60年後の同窓会に参加できた者，あるい

















写真 2　閻樹旻と謝宗輔（1945 年 3 月）
　　　　閻樹旻提供






































　　　② 2009年 12月 29日，周一川による閻樹旻と謝宗輔へのインタビュー。
　　　③ 2009年 9 月 20日，周一川による韓行懿へのインタビュー。
五．第 3期生の特徴
　1937 年 10 月，民生部は学校教育に関する諸法令（「学校令及学校規定」）を公布した。その諸法令に
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よれば，教育改革の実施が制定されたのは 1938 年 1月 1日からである。「新学制」により中等教育の年










っそり教科書を壺に入れて庭に埋めて隠した（22）。第 6 期生と第 7 期生の話によると，留学前には中華
民国のことも知らず，日本に来てから先輩の留学生たちとの交流の中で初めて知ったという（23）。
不完全な統計であるが，第 3 期生の帰国後の所在地は東北より華北が多かった。1999年に作成された
留学生予備校同窓会の『同学録』に掲載されている第 1 期・第 2 期生は 5名のみであり，帰国後の留学
生たちの所在地を分析するデータが不足しているが，第 3 期からは各期に数十名のリストがあり，どの














































（21）2012年 3 月 5 日，周一川による閻樹旻への電話インタビュー。
（22）2009年 9 月 20日，周一川による韓行懿へのインタビュー。
（23）2009年 8 月 15日，周一川による張連舜へのインタビュー；2010年 9 月 9 日，王興栄へのインタ
ビュー。






Over the third-batch graduates of the preparatory school for 
oversea students of “Manchukuo” 
 ZHOU Yichuan・JIA Xi
　It was the national policy of “Manchukuo” to send students to study in Japan. And the preparatory school 
founded in 1937 was an important agent to educate the applicants before they were sent abroad. Thus a large 
number of government-dispatched students were graduates there. To evaluate the oversea study during 
Manchurian period which existed for only dozens of years, it is very important to make clear of not only the 
aim and measures of sending-out policy of “Manchukuo” government, but also the background, destination, 
the actual situation of oversea students in Japan, and their career after returning as well. 
　Based on the historical documents and follow-up survey materials, the article tries to clarify the actual 
situation of the 3
rd
 batch of the graduates who were relatively introduced in these documents, and the 
ralationship with Chinese society furthermore.
